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北
部

『
半
歩
で
も
前
へ
…
…
』

上
尾
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長

箕
輪

登

本
会
は
、
昨
年
末
に
起
き
た
栃
木
、

広
島
の
女
児
殺
傷
事
件
を
受
け
、
子
ど

も
の
登
下
校
や
遊
び
が
安
心
し
て
で
き

る
よ
う
に
対
応
策
を
協
議
し
て
き
ま
し

た
。そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
低
学
年
の
下

校
時
に
、
通
学
路
沿
い
に
、
目
立
っ
た

服
装
で
、全
市
的
に
、大
人
が
立
つ
。そ

の
た
め
に
家
庭
も
多
少
の
負
担
も
す
る

と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
得
ま
し
た
。

総
会
で
「
安
全
対
策
基
金
」
を
設
立

し
、
各
世
帯
三
〇
円
の
負
担
を
決
め
ま

し
た
。七
月
、市
の
補
助
金
も
申
請
し
、

夏
冬
兼
用
の
ベ
ス
ト（
メ
ッ
シ
ュ
、フ
リ

ー
サ
イ
ズ
）を
八
〇
〇
着
、購
入
予
定
。

ベ
ス
ト
の
着
用
が
不
審
者
対
策
だ
け

で
な
く
、
大
人
の
本
気
さ
が
子
ど
も
の

健
全
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
背
文

字
を
（
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
、
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
、
早
ね
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
）
の
い
ず
れ
か
を
検
討
中
。

南
部

パ
ト
ロ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
み
は
る
く
ん
」

草
加
市
立
八
幡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

田
川

功

登
下
校
中
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
の

た
め
に
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
町
内
会
の

代
表
が
協
議
し
て
、
地
域
住
民
に
よ
る

通
学
路
の
見
回
り
が
決
め
ら
れ
た
の

が
、昨
年
１２
月
。そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
で
、

校
区
内
に
パ
ト
ロ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
出
来
上
が
っ
た
。
場
所
の
確
保
か

ら
、
プ
レ
ハ
ブ
建
物
、
エ
ア
コ
ン
、
電

気
工
事
、
塗
装
な
ど
、
設
置
の
た
め
の

資
材
や
備
品
、
作
業
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ま
か
な
っ
た
た
め
、
経
費
は

わ
ず
か
３０
万
円
。
愛
称
も
「
み
は
る
く

ん
」
と
決
ま
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
基

点
と
し
て
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
校
区
に
出
て
下
校
時
の

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
。
今
で
は
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
挨

拶
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
、
個
々
に
要
所
ま
で
お
迎
え
に
出

る
な
ど
、
連
携
の
輪
は
拡
大
中
だ
。

児
玉

地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動

神
川
町
立
丹
荘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

荒
木

美
弘

児
玉
地
区
で
は
、
地
域
、
住
民
、
行

政
と
連
携
し
た
事
業
、
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
特
に
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
登
下
校
時
の
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
行
政
の
広
報
車
を
利
用
し
て
の

見
回
り
、
防
災
無
線
を
活
用
し
て
下
校

時
間
に
安
全
の
呼
び
か
け
及
び
、
万
が

一
不
審
者
が
出
没
し
た
際
に
は
、
す
ぐ

に
防
災
無
線
で
情
報
、
注
意
を
呼
び
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
マ
ニ
ア
ル
を
作
成
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
源
回
収
も
大

変
に
盛
ん
で
、
地
域
の
皆
様
か
ら
貴
重

な
資
源
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
学
校

運
営
等
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

県
北
の
地
域
で
人
口
も
少
な
い
で
す

が
、
地
域
全
体
で
大
切
な
子
ど
も
達
を

安
全
に
、
安
心
し
て
学
べ
、
生
活
で
き

る
環
境
を
維
持
し
、
子
ど
も
達
が
自
分

達
の
育
っ
た
環
境
で
子
育
て
を
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
地
域

ぐ
る
み
で
の
活
動
を
心
が
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

秩
父

「
学
校
応
援
団
」

秩
父
市
立
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中
畦

信

西
小
学
校
で
は
、
「
元
気
な
学
校
を

つ
く
る
地
域
連
携
推
進
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
事
業
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
も「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
水
辺
の
楽
校
」「
西
の
街
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
キ
ッ
ズ
制
度
」
等
、
学
校
・
地
域

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
を
も
っ
た
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
地
域
と
の
連

携
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
「
学

校
応
援
団
」
の
編
成
を
地
域
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
学
校
応
援
団
は
、
児
童

が
西
小
地
区
の
人
々
と
関
わ
り
合
い
な

が
ら
、
秩
父
の
文
化
、
伝
統
を
学
び
、

豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

様
、
多
方
面
か
ら
教
育
活
動
の
支
援
を

し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

学
校
応
援
団
の
協
力
に
よ
り
、
幅
広
い

活
動
の
展
開
を
、
学
校
・
地
域
と
共
に

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
県
Ｐ
連
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
皆
様
で
す
。
一
面
の
イ
ラ

ス
ト
の
よ
う
に
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
支
え
が
必
要
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

所 属
志木市立志木小学校 P
上尾市立大石南小学校 P

秩父市立西小学校 P
神川町立丹荘小学校 P

深谷市立深谷小学校 P
加須市立加須北中学校 P
宮代町立百間小学校 P
寄居町立寄居小学校 T
秩父市立秩父第一中学校 T
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長田 広
宮原 利定
前� 進一

地 区
南 部
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比 企
秩 父
児 玉
入 間
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埼 葛
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役 職
会 長
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〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

「早寝・早起き・朝ごはん」国民運動とは？

・学力・体力・気力の向上を図る
・望ましい基本的生活習慣を育成
・生活リズムの重要性を再認識
・地域ぐるみで支援するための環境整備など

地域社会、学校、家庭が一体となって、心身共に健康な子ど
もたちの育成をめざします。

今後…………………………………………………………………
・関係団体の協力を得て、民間主導の国民運動を展開する。
・各地域における様々な取り組みが推進できるよう支援す
る。

平
成
十
八
年
度

役
員
紹
介

パトロールステーション「みはるくん」

早早寝寝・・早早起起きき・・朝朝ごごははんん
全国協議会が４月にスタート

さあ、私たちもちょっとがんばってみよう

埼玉県内の

ＰＴＡ活動を紹介します
今回は北部、南部、児玉、秩父のＰＴＡ活動です。やはり、どの地区も防犯
活動を工夫しています。ぜひ、参考にしてください。

副会長
宮原 利定
小学校長会

（寄居町立寄居小学校）

現
任
校
で
は
、
毎
朝
の
自
主
マ
ラ
ソ

ン
を
と
お
し
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
こ
と
を
一
日
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て

い
ま
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
元
気
な
学
校
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

副会長
前� 進一
中学校長会

（秩父市立秩父第一中学校長）

埼
玉
県
中
学
校
長
会
か
ら
選
出
さ
れ

ま
し
た
秩
父
市
立
秩
父
第
一
中
学
校
長

の
前
�
進
一
で
す
。
本
会
の
副
会
長
を

務
め
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
に
本

会
の
運
営
等
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

常置委員会の活動
家庭での食育の推進をすすめるため二つ
の委員会が合同で「みんなで食べよう朝
ごはん」の標語を募集し、１１月の埼玉県
研究大会において優秀作品の表彰をおこ
ないます。

年２回会報紙を発行。今までとは一味ち
がう読みやすい会報紙をつくります。

・朝食が子どもたちの集中力
を高めます
・朝食は脳と体のエネルギー
源です
・学力・体力・気力を身につ
けるカギはこんな身近なと
ころにあります

環境対策委員会�
�
�
………

家庭教育委員会

会報編集委員会…………
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